
講師：松岡和美氏　　慶應義塾大学教授　Ph.D.（言語学・コネチカット大学）
京都外国語大学を卒業後、筑波大学大学院教育研究科（教育学修
士）、コネチカット大学大学院言語学部博士課程修了。マウントホ
リヨーク大学客員講師、メンフィス大学助教授を経て2000年より現
職。専門分野は母語獲得研究と手話言語の統語論・意味論。

主要論文：The Polarity-sensitive Intensifier Mouth Gestures in 
Japanese Sign Language, Journal of Japanese Linguistics 
29（2013・Jon Gajewskiとの共著・筆頭）, Case/ Focus Interaction 
in Young Children’s Interpretation of dake (only) in Japanese『言語
研究』132号 (2007),「動詞上昇を用いたアメリカ手話構文の統合的
分析」『手話学研究』第17巻 (2008)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属学会：日本言語学会、日本英語学会、筑波英語教育学会

対　象：関西学院大学学生　及び　教員　その他、主催者が認める者
　　　　基本的に全６回参加できる方（手話の分からない方もご参加になれます）
　　　　※手話通訳がつきます。
定　員：２０名
参加費：無料
申し込み：２０１３年１０月４日までに
　　　関西学院大学人間福祉学部　平 英司（kg-jsl@kwansei.ac.jp）までご連絡ください。
日程および場所：第1回「手話の音韻論」: 2013年10月19日(土) 1時30分~4時30分
　　　　　　　　　関西学院大学 梅田キャンパス1407教室
　　　　　　　　第2回「手話の形態論」: 2013年11月 2日(土) 2時~5時
　　　　　　　　　関西学院大学 梅田キャンパス1001教室
　　　　　　　　第3回「手話の統語論」: 2013年12月14日(土) 　場所・時間  未定
　　　　　　　　第4回「空間を用いる表現」:2014年1月25日(土) 　場所・時間  未定
　　　　　　　　第5回「手話の社会言語学」: 2014年 2月 8日(土) 　場所・時間  未定
　　　　　　　　第6回「ろう児の手話獲得」: 2014年 3月15日(土)　場所・時間  未定 

主催：関西学院大学日本手話講師グループ　　協力：国立民族学博物館

関西学院大学「日本手話」講師陣では、下記のような手話言語学入門講座(全6回)を企画い
たしました。実際の手話のデータを見て、みんなで話し合いながら進める楽しい講座です。 

興味のある方は、ぜひこの機会にご参加ください。

手話言語学入門講座のお知らせ


